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経営 論集 第45号 （1997 年3 月 ）
マーケティング科学とマーケティング理論(2)
中 山 隆 満
5 。適切なマーケテ4 ング理論を構築するのに役立つと思われる他の領域の
知識を検討することから、何を学ことができるのか？6.
マーケティング科学の発展の次の段階とは何か。
本稿はイ経営論集」第43号（1996年3 月）の「マーケテ4 ング科学とマーケティング理
論」（149頁から154頁）の続きである。第43号の最初に6 つの問題を提起し、その1 から4
までの問題に対する解答を述べたが、本稿では残りの5 と6 について述べる。
ここに提起した6 つの問題については、さらに詳細な検討を試みる必要があるが、それ
については、いずれ機会を改めて述べたいと思っている。
Ill
5. 適切 なマーケテ ィング理論を構築するのに役立つと思われる他の領域の知識 を
検討 することから、何を学ぶことができるのか ？
本研究の主要目的は、マーヶティヅ グとその関連のある現実の領域における理論の状況を分析す
ることにある。マーケティングの文献自体を分析すると、マーケティング領域における包括的な理
論構築をしようとする試みはほとんどなされてこなかったが、マーケティング・システムの側面の
活動のいくつかについての特定の記述論の多いことが明らかになる。これらの記述論の多くは、検
証できないほど一般的なものであるか、あるいは意味のないような繰り返しである。変化する条件
に絶えず適応する市場制度の傾向についての記述論は前者の例であるのに対して、十分に管理され、
工夫をこらした販売コツ テストは通常成功する、という主張は後者の例である。マーケティング文
献の重要な理論的成果は、考慮すべ重要な問題を提起していることであり、またそれらの解答にお
ける以前の試みにおける不十分さを指摘していることである。 犬
マーケティングに関する文献に加えて、法学や経済学を含む商学関連の文献について、マーケ
ティング科学の基礎になりうる内容、方法論、および構想についての利用価値を調べてみたが、そ
の大部分は経営管理者に対して特定の問題を提起し、特定のヶ－スに適用すると思われる解答を述
べているレそこには一般化しようとする試みはほとんどないし、また特定の問題の解答をより一般
的なモデルにおこうとする試みもほとんどない。商業の分野におけるこれに対する例外は、原理と
知識の体系化に長い歴史をもつ2 つの領域、すなわち法律と経済学の文献に見出される、経済学は、
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大部分多くの単位を含む集合体の行動についての規範的問題にかかわってきたが、最近になって小
さなミクロシステムが実際にどのように機能するめかについて記述にその注意を向けるようになっ
てきた。この面での最も興味ある成果は、経済学と〇・R の結合したゲームの理論である。法律の
理論家たちは、価値と意思決定の一般論が、どのように特定めケース・に適用し うるのかにかかわっ
てきたし、また商業とマーケティングがどのように機能しているのかということによりも、どのよ
うに機能すべきかということに重点をおいて研究してきた。
また社会科学と行動科学の文献についても、マーケティング科学に対する可能性のある貢献を再
検討してみた。社会科学は長期にわたって発展してきたし、当然莫大な研究成果も存在するので、
心理学、社会学、政治学、人類学、言語学などの文献を詳細に検討することは不可能であり、適切
なことではないだろう。これらの科学の多くは、マーケティングの科学に特定の内容と方法論を提
供してくれるとともに刺激をも与えてくれるが、理論的・概念的レベルにおいてはマーケティング
自身よりはるかに超えて充実したものになってはいない。しかしながら、これらの科学はマーケ
ティング問題を考察する視野を拡大し、おそらくそれらの問題を解決するであろう統合されたアプp
―チを提供してくれるだろう。
検討した最後のグループの文献は管理科学である。管理科学の主要な貢献は、技法と方法論にあ
り、また問題に（系統立てて述べる）形式を与える明確な配慮にある。マーケティング科学の理論
的な基礎の構成に最も直接的に関連する資料は、科学それ自身の原理や方法論に関する文献に見出
されるはずである。これらの領域は、理論とその適用範囲を定める基準を問題とし、また綿密にま
とめられる論述と適切に推論される結論を導びくルールを問題とする。科学の内容が経験の結果と
して存在すると同様に、科学の形式主義が見出されるはずであるということはここにある。科学は
データのみでは発展されえないのと同様に、抽象的形式主義だけでも発展されえない。
6. マ ーケ テ ィン グ 科学 の発 展 の 次 の段 階 と は何 か。 犬 犬 ト
マ ーケティング科学の発展には地域社会全 体のマーケテ ィングが責任を持ち、また1 つの単位と
しての地域社会のそれぞれが果すべきユニータな役割を持っており、それが貢献しなければならな
いユニークなものを持っている。 これらの地域社会のマーケティングの単位とは、(1) 市町村、県、
国、及び国際的レベルにおいて公共政策に含まれる人々、(2 ）企業の経営者とそ のマ ーケテ ィング
職能を担当する管理者、（3）商業、工業、及び流通経路 の実務専門家、（4）マーケ：ティングのコミュ
ニケーション・システムに関係している人 々- マう ケティングに関する論文、雑誌の記事、単行
本の著者と出版者、ならびにマ ーケティングを教え、マ ーケティングの原理を探究する研究者など
ー である。 。 し ニ ダ
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これらのグループの人たちは、マーケティング行為とマーケティング教育に対するより適切な概
念的・理論的基礎の究明を促進うるためには、どのようにしてその時々の行動を変えなければなら
ないのだろうか。なされることは、大別して3 つになる。第1 は本質的なものであり、第2 は方法
論的なものであり、そして第3 は相互作用的なものであるノ
他の諸科学の発展過程を歴史的に考察すると、リサーチと概念化についてある特定のパターンが
明らかになるムこのパターンは、研究されているシステムの中の基本的要素の持続的とらえ方の改
良から生じている。化学では元素から原子構造へ、そして原子を構成する陽子・電子などの素粒子
の構造へと極小の研究が進められている。言語学では、言語の基本的単位が形態素（意味のある最
小の言語単位）や音素、さらにより小さな言語の要素に分るとき、はじめて言葉のアイデンティ
ティがわかる。遺伝学では、RNA （リポ核酸）やDNA （デオキシリボ核酸）の分子構造と原子
構造に重点をおいていることは、遺伝学的分析の基礎として形質特性の着想から大きな進歩を遂げ
た遺伝子という比較的新しい概念をもとに進歩をしるしている。従って、マーケティング科学を発
展させる本質的な段階として、われわれが研究するマーケティング事象を形成する必須の要素とそ
れらの要素の相互の関連性を識別することに注意が向けられなければならない。それはあまりにも
動きが早すぎるので、マーケティy グの基本的な要素が何であるのだろうかを推測することさしえで
きない。現在のところでは、マーケティングの基本的要素として取引、交換、顧客、価格、製品の
動き、所有 使用などのような物事の考察が存在している。これらのいくつかによって観察可能な
複雑な行動を説明する相互作用を記述しようとするさまざまな試みがなされてきた。
しかしながら、われわれがマーケティング行動のより容易な観察可能な側面に注意を集中する限
り、主要な概念的前進をなしとげることはできそうに亀ない。他の科学によって明らかにされたパ
ターンは、通常不明確ではあるが基本的要素の発見に関連した進歩を示してきた。1 つの例として
言語を用いるには、どんな言語にも多くの言葉があるが、世界のすべての人夕の言語パターンを適
切に表わすためには約48の音素だけを取りあげる。言語学の主要な貢献は、音素の識別と言語の発
生とその利用に関するルールである。
マーケティングにおける必須のリサーチは、最大限の制御された想像力と創造力を結合し、マー
ケティングの技術と科学の方法論の高い能力を要求している。想像力のない技術は不毛であり、ま
た押えられない独創的想像力は空想である。過去において、それらが一緒に機能してきたときには、
制御された想像力と創造力は、七ばしばより深みのある有用な科学的進歩へと導いてきた。マーケ
ティング科学の発展のために必要とされる方法論的条件は、繰り返し起る典型的マーケティング問
題の解決が、たんに適切な当面する問題の解決を要求するとい うよりも、より高いレベルでデザイ
ン、測定、或は分析と共に企てられる場合にのみ満たされる。市場調査、分析、或は意思決定の1
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つ1 つにおいて、広範囲なマーケティングの専門性の基礎がはぐくまれるように、一般化と技術的
進歩には特別の要素が若干あるはずである。
真の科学者は、与えられた状況において、たんに通り一遍の技術では、ほとんど満足しないし、
常にそれを向上させるようその限界まで自分の技術的能力を高めている。これはすべてその応用に
おいてマーケティング活動の方法を改良するのに役立つ基礎研究の知識の蓄積になっている。
マーケティング科学にとっての第3 の必要条件は、マーケティングの職業専門家の間、および
マーケティング業界とその他の業界や学界との間のコミュニケーションが大いに改善されなげれば
ならないことであるレ マーケティングの文献は単行本、月刊誌、期間誌として数多く公刊されてい
るし、また準公刊の文献もたくさんあり、それらをすぐに入手することは不可能になっている。情
報探索と抽出システムおよび情報処理システムになれることは必要であり、望ましい。科学ぱひと
つの社会的活動であり、その成否は自由に、また頻繁に意思疎通するそのメンバーの能力に依存し
ている。このような意思疎通は、科学を継続して発展させるための必要条件であるばかりでなく、
その生成のためにも必要である。
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